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キャリア教育読本「おしごと年鑑」に当協会コンテンツを掲載 

 
当協会は、⽇本の暮らしと産業を⽀える海運をはじめとする海事産業の重要性を学校教

育において取り上げていただくよう、商船や海事施設等の⾒学会や授業への協⼒、資料提供
等を実施しております。 
 

今般、株式会社朝⽇新聞社が発⾏する「おしごと年鑑 2022」に「貿易量の 99%以上を船
が運んでいるのはどうして？」をテーマとし、何故⽇本の貿易では海運が活躍しているか、
⼀度に船がどれくらいの量を運べるか等について、イラストや写真を⽤いて分かりやすく
紹介したコンテンツを掲載しました。また、同内容は Web 版「おしごとはくぶつかん」で
も公開されております。 

 
「おしごと年鑑」は、全国の⼩・中学校 約 3 万校に配布され、教育コンテンツ配信サー

ビス「EduMall」でも無料で配信され、約 450 ⾃治体 7,500 校で利⽤可能となっております。 
 
今後同コンテンツも活⽤しながら、より多くの⽅に海運の役割や重要性について知って

いただけるよう、取り組みを進めてまいります。 
 
＜おしごとはくぶつかん＞https://oshihaku.jp/nenkan/page/14640451 
 


